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顔の見える他職種連携による仲間づくり
～糖尿病啓発イベントにおける宮城県歯科医師会との連携～

星野 ゆかり（ほしの ゆかり）
やまと内科クリニック（看護師）

　宮城県糖尿病療養指導士認定委員会は宮城県糖尿病対策推進会議の下で2017年に設立されました。現在
は認定のための講習会の企画・運営や認定審査、CDE-MIYAGIを普及させるための広報などについて、それぞ
れ委員会を設けて活動しています（図1）。さらに糖尿病診療に関する正しい知識の普及・啓発などに関する事
業の一環として、宮城県歯科医師会と連携し、医療スタッフが中心となってWorld Diabetes Dayに合わせて糖
尿病啓発イベントを企画・開催してきました。今回は、これらの活動内容の一部をお伝えします。

●糖尿病療養指導士認定団体の概要
名　称：宮城県糖尿病療養指導士認定委員会
創立年：2017年
事務局所在地：宮城県仙台市宮城野区福室1丁目12-1 東北医科薬科大学病院 糖尿病代謝内科内
ホームページ：http://www.cde-miyagi.jp
組織目的：主に宮城県で糖尿病診療に携わる医療従事者、糖尿病のある人および家族に対して、糖尿病診療に関する正しい知識の普及・啓発な
どに関する事業を行い、もって保健・医療・福祉の増進に寄与するための宮城県糖尿病療養指導士（CDE-MIYAGI）を育成する。
委員会世話人：43人
資格の名称：宮城県糖尿病療養指導士（CDE-MIYAGI）
CDE-MIYAGI認定者数：約520人（2024年6月1日現在）
職種：看護師、准看護師、保健師、助産師、管理栄養士、栄養士、薬剤師、臨床検査技師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、歯科衛生士

尿病療養指導士認定委員会が発足し、糖尿病の予防・

治療支援に関して豊かな経験と知識を持つ優れた医療

スタッフを広く養成し資格認定するために宮城県糖尿病

療養指導士（以下CDE-MIYAGI）の認定制度がスター

宮城県糖尿病療養指導士（CDE-MIYAGI）
への熱い思い

　2017年3月1日に、約2年の準備期間を経て宮城県糖
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組織図図1

2019 年度募集チラシ図 2

トしました。CDEが糖尿病のある人

の治療支援を行うことで県内の糖

尿病診療が充実することや、CDEが

地域の各施設をつなぐ太いパイプ役

となって糖尿病発症予防や治療中

断防止に貢献することが期待され

ています。スローガンは「Together 

Learning！ CDE-MIYAGI～ 糖尿

病がある方に寄り添い、自己支援が

できる医療スタッフをめざして～」で

す。委員会世話人もCDE-MIYAGI

有資格者と一緒に学んでいきたいと

いう思いが込められており、当委員会

ホームページのトップページに掲載さ

れています。

資格取得者および認定者の
維持・増加のための工夫

　CDEの資格取得の目的は個人によって多様です。資

格取得という目標を達成したものの、「資格を取っても何も

変わらない」「何かしなければと焦っているが、何をしたら

よいのかわからない」という悩みを持つ資格取得者も少な

くありません。

　筆者は当委員会の広報委員会に属しており、ホーム

ページの管理と資格取得希望者募集チラシ（図2左）の

作成を担当しています。最初の2年間は片面印刷の募集

要項がメインのチラシでしたが、2019年から募集チラシを

リニューアルし、両面印刷とし募集要項の片面にはCDE-

MIYAGIの資格取得者へのインタビュー記事（図2右）を

掲載しています。インタビューの質問は「CDE-MIYAGI

の資格を取得したきっかけ」「CDE-MIYAGIとして活動

してみての感想」「今後の抱負や目標、活動予定につい

て」の3問で400～500字程度にまとめ、掲載可能な画像を

1点提供していただいています。インタビューを依頼する時

には職種が偏らないように工夫しています。過去にイベン

トに参加・協力してくださった方や、同じ職種のCDE仲間

が協力し合って人選しています。インタビュー記事はホー

ムページのサイドナビゲーションメニュー「CDE-MIYAGI

の活動」にも掲載し（図3）、過去のインタビュー記事も全て

閲覧できるようにしています。このような取り組みをすること

により、募集チラシを手に取った方がCDE-MIYAGI有資

格者の活動について情報を得ることにより資格に興味を

持っていただくことや、資格取得者の資格維持や更新へ

．． のの資資格格をを取取得得ししたたききっっかかけけ
私はフリーの管理栄養士として、クリニックや、 区役所の糖尿病教室、介護予防教室等、地域の様々な所で
仕事をしていますが、糖尿病の患者さんが多く、日本糖尿病療養指導士の資格を取り糖尿病の知識を深めたい
と思ってました。しかし受験資格が厳しく私には条件を満たすことが出来ませんので断念しようと考えていた時に

の認定資格の事を知り、受講し認定を頂きました。

．． ととししてて 年年間間活活動動ししててみみててのの感感想想
患者さんを支援するためには管理栄養士の目線だけでなく、広い知識や専門性
を持っている多職種と連携しながら行う必要がある事を学んだので、運動指導士や
歯科衛生士、薬剤師や看護師等と相談しながら、より良い支援が出来るようになった
と思います。また第 回日本糖尿病療養指導学術集会に参加して日本全国に糖尿病
の患者さんのために、熱い思いを持って支援している方がたくさんいることを知り大変
刺激を受けました。

．．今今後後のの抱抱負負やや目目標標、、活活動動予予定定ににつついいてて
今後も地域で糖尿病の患者様のために。より良いアドバイスが出来る様に研鑽を深めつつ多職種の方と連携
出来る様な、体制づくりなど出来ると良いと思います。世界糖尿病デーなどにも参加したいと思います。

．． のの資資格格をを取取得得ししたたききっっかかけけ
歯周病と糖尿病は相互に関連し、歯周病の治療には糖尿病のコントロールが大切と指導してきましたが『歯科
衛生士だからこそできる糖尿病予防』という西田亙先生の講演を聴講し、糖尿病について新たな視点を持つこと
ができました。歯科衛生士ならではの関わりの可能性が広がりましたが、そのためには知識不足と痛感していた
時、 の認定資格を知り、今の自分に必要と思い取得しました。

．． ととししてて 年年間間活活動動ししててみみててのの感感想想
糖尿病の知識や視野が広がりました。電子カルテから患者さん
の状態や服用薬を把握しやすくなり、指導に活かせるようになりま
した。また、歯肉炎の症状がある程度落ち着いた患者さんに対し
行う口腔内診察・歯周ポケット検査・機械的歯面清掃などの定期
診査時には、 １ と療養生活について聴き取りをしてから歯肉
の状態を関連して診るようになり、オーラルフレイル予防のために
歯磨き時のお口の体操も意識して指導しています。しかし、検査を
受けていても結果を気にしていない患者さんも多く、療養指導の難
しさを感じています。

．．今今後後のの抱抱負負やや目目標標、、活活動動予予定定ににつついいてて
糖尿病の治療は日々、進化し続けているので、研修会に参加し新たな知識を習得し、根拠のある指導が行え
るように努めたいです。 『健口から健幸へ』の一助になれる歯科衛生士として生活の中に取り入れやすい自己
管理の方法を患者さんと一緒に考えていきたいです。そのためにも他職種の の方々とも交流・情報
交換し、チーム医療の一員としての活動をめざします。

年 月発行

年世界糖尿病デー 宮城の歯科担当スタッフと

菅菅原原直直子子さん （東北医科薬科大学病院 歯科衛生士）

千千石石祐祐子子さん （太白区役所地域活動管理栄養士）

宮城野区役所での糖尿病教室

① 質の高い糖尿病療養指導の知識・技術を身につけ、さらに維持・向上できる
② 宮城県内の糖尿病療養指導に関する研修会の情報を、会員専用ホームページから入手

できる
③ 仲間が増えると「顔の見える連携」がしやすくなる
④ 患者指導のパンフレットやインスリン自己注射の補助具等の療養指導ツールを入手し

やすくなる

資資格格取取得得ののメメリリッットト

資資格格取取得得者者 ににイインンタタビビュューー

（
（宮
宮城
城県
県糖
糖尿
尿病
病療
療養
養指
指導
導士
士）
）

の
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を取取得

得し
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宮城県における糖尿病専門職の資格です
⚫ 日本糖尿病療養指導士（ ）の資格を取りたいが、

受験資格の要件が満たせない
⚫ 糖尿病患者さんへの指導には興味があるが、日本糖尿病

療養指導士（ ）の資格を取るにはハードルが高い
⚫ 資格を取得し、糖尿病に関する知識を深めたい
⚫ 地域の糖尿病に関わる仲間と情報交換したい

このような事を考えて
いたり、悩んでいたり
している方 必見！

下記の方も募集します
⚫ 日本糖尿病療養指導士（ ）をお持ちの方
⚫ 糖尿病看護認定看護師をお持ちの方
⚫ 日本糖尿病療養指導士（ ）の資格を失効して 年以内の方

お問い合わせ
宮城県糖尿病療養指導士認定委員会事務局

年度（第 回）宮城県糖尿病療養指導士（ ）の
資格取得をご希望の方へ

●講習会開催日： 年 月 日（日）
年 月 日（日） ※2日間の参加が必要です

●会場：東北福祉大仙台東口キャンパス
QRコードを
読み取ってね

委員長

事務局
広報

委員会

認定審査

委員会

更新審査
委員会

認定講習

委員会

更新講習

委員会

監事

顧問

研修会認定

審査部会

宮城県糖尿病対策推進会議

宮城県糖尿病療養指導士認定委員会

世話人会
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CDE-MIYAGI の活動（ホームページ用）図 3 2018 アンケート結果図 4

のモチベーションが上がることにつながることを願っていま

す。

糖尿病啓発イベントにおける
宮城県歯科医師会との連携

寸劇を盛り込んだ糖尿病教室の開催
　2013年より宮城県糖尿病協会として街頭でチラシなど

を配ったり、勾当台公園野外音楽堂において糖尿病教

室を開催し予防を呼びかけたりする活動を実施してきま

した。2015年からは宮城県歯科医師会の協力を得て、宮

城県歯科医師会館の宮城・仙台口腔保健センターを会場

として提供いただき、天候に左右されることなくイベントの

企画・運営をすることができるようになりました。宮城県歯

科医師会館は仙台市の繁華街である国分町に位置して

いるため、休日は多くの人通りがあります。老若男女問わ

ず多くの方に参加していただけるようなイベントを医療ス

タッフが中心となって企画しています。

　2016年の糖尿病教室では、講義に寸劇を盛り込み、

「ちょっと待って！あなたの食生活 見直してみません

か？」と「飲んで食べて楽しもう 忘年会 ～あなたなら何

を選ぶ？お酒と食事の上手な選び方」を初披露しました。

2017年にも前年度に好評だった寸劇を再構成し披露しま

した。俳優陣はイベント世話人から選出しました。イベント

裏方の世話人もこの時は笑顔で演じ、さらにキラキラと輝

いていました。

展示や健康チェックへの参加を促す新しい試み
　2018年のイベントでは、重要だが知られていないテー

マや、関心を持ってもらえないテーマにも興味を持っても

らうために、「スタンプラリー」を企画し、展示や健康チェッ

クを行う全てのブースをラリースポットに設定しました。過

去最高人数の参加者に恵まれ、このうち202人がアンケー

トに協力してくださいました。アンケート結果では、10～30

代の方の参加もありましたが、40代以上の参加者が全体

の8割以上を占めていました。また「今回、糖尿病に関係

することで新たに分かったことを教えてください（複数回

答可）」という質問に対しては、「歯周病と糖尿病の関係」

「生活習慣の重要性」「食事」と答えた人が多く、いずれ

も50％を超えていました（図4）。お口の健康チェック＆相

談ブースでは、歯科医師会の先生方と歯科衛生士の皆

さんにご活躍いただきました（写真1）。

　アンケートには待ち時間に関するご指摘がありましたの

で、2019年は、会場内の栄養展示や健康チェック、健康

相談ブースは2018年の形を維持しつつ、「クイズラリー」

血
糖
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と
糖
尿
病
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事

運
動
の
必
要
性
や
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法
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無
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今回、糖尿病に関係することで新たに分かったことを
教えてください。

（複数回答可）（人）

あなたの年齢を教えてください。

無回答
歳未満
歳代
歳代
歳代
歳代
歳代
歳代
歳以上
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今回、糖尿病に関係することで新たに分かったことを
教えてください。

（複数回答可）（人）

あなたの年齢を教えてください。

無回答
歳未満
歳代
歳代
歳代
歳代
歳代
歳代
歳以上
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クイズラリー（表面） お口の健康チェック＆相談ブース

糖尿病啓発イベント

図 5 写真1

写真 2

形式にしました。クイズラリーでは、各ブースから1つの問

題を出し、合計10問に答えてもらう設定にしました。各ブー

スは解答を導き出せるような展示物・掲示物を意識して準

備しました（図5）。イベント参加カードとして、はがきサイズ

のカードを準備し、首からカードケースを下げて会場内を

回ってもらうことで、クイズラリーの際に両手がふさがらない

ように工夫しました。会場にはイベント広報目的で“映えス

ポット”も準備しました。

顔の見える他職種連携による仲間づくり

　コロナ禍で集合による糖尿病啓発イベント活動をしば

らく自粛していましたが、2023年から活動を再開。2023年

は、宮城県歯科医師会館の5階大講堂をお借りして集合

研修を開催し、145人が参加しました。糖尿病啓発イベン

トは多くの方の協力があって成功していると感じます（写

真2）。毎年、60～80人の協力スタッフで運営しています

が、医療機関のメディカルスタッフだけでなく、事前準備

や呼び込みなどでお手伝いいただいている企業の方々、

ボランティアで参加してくださる学生の皆さん、会場内の

細かい部分までフォローしてくださる宮城県歯科医師会

の事務の皆さまにも心から感謝申し上げます。私自身もイ

ベントに協力するようになり、他職種の仲間ができたことが

最大の成果であり宝物だと感じています。
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